
４月号（ 23 ）

　

國
學
院
大
學
栃
木
学
園
と
本
市
は
、

昭
和
35
年
に
國
學
院
大
學
栃
木
高
等
学

校
が
市
内
に
開
学
す
る
時
か
ら
様
々
な

分
野
で
協
力
し
合
い
、
連
携
を
取
り
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
分
野
に
お
い
て
も
國
學
院

大
學
栃
木
短
期
大
学
の
先
生
方
に
セ
ミ

ナ
ー
の
講
師
と
な
っ
て
い
た
だ
い
た

り
、
学
術
的
な
指
導
を
い
た
だ
い
た
り

と
多
方
面
で
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

平
成
23
年
４
月
よ
り
市
が
開
催
す
る

セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
な
ど
を
開
催
す
る
際

に
、
栃
木
駅
北
口
に
あ
る
「
國
學
院
大

學
栃
木
学
園
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
使
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
講
座
情
報
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

國學院栃木学園教育センター（栃木駅北口から）

※
國
學
院
大
學
栃
木
学
園
教
育
セ
ン

タ
ー
は
、
３
３
６
人
収
容
可
能
な

ホ
ー
ル
や
資
料
室
、
多
数
の
講
義
室

を
備
え
た
施
設
で
す
。

市
で
は
、
市
と
教
育
委
員
会
が
開
催

す
る
講
座
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

内
容
、
講
師
、
開
催
日
時
、
会
場
や

申
込
方
法
な
ど
の
最
新
の
も
の
を
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
分
野
ご
と
、
開
催
月
ご
と
に

講
座
の
一
覧
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
講
座
を
探
す
際
に
と
て
も

便
利
で
す
。
参
考
と
し
て
昨
年
度
の
講

座
情
報
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
そ
の
特
性
上
、

広
報
紙
な
ど
に
比
べ
て
よ
り
多
く
の
情

報
を
よ
り
早
く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
日
程
や
会
場
が
未
定
と

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
決

定
次
第
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

　

申
込
み
は
、
各
講
座
の
問
合
先
に
直

接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

講
座
情
報
へ
は
、
栃
木
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
に
あ
る

下
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
!!

※
平
成
23
年
度
に
開
催
予
定
の
講
座
に

つ
い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
掲
載
し

ま
す
。

おやこ映画会の様子

　

下
都
賀
地
区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

協
議
会
は
、
下
都
賀
地
区
の
３
市
３
町

で
構
成
す
る
協
議
会
で
す
。
地
区
内
の

団
体
に
、
視
聴
覚
教
材
や
機
器
を
無
料

で
貸
出
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
や
人
権
に
つ
い
て
学
べ
る

作
品
、
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

作
品
、
楽
し
い
ア
ニ
メ
な
ど
の
作
品
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
・
映
写
機
を
利
用

す
る
場
合
は
、
16
ミ
リ
映
写
機
技
術

習
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。

対　

象　

栃
木
市
、
小
山
市
、
下
野
市
、

壬
生
町
、
野
木
町
、
岩
舟
町

内
の
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚

園
、
会
社
、
サ
ー
ク
ル
等
の

団
体

教　

材　

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
や
ビ
デ

オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
品

機　

器　

16
ミ
リ
映
写
機
、
ビ
デ
オ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ス
ク
リ
ー

ン
、
暗
幕

申
込
み　

下
都
賀
地
区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
協
議
会
（
栃
木
図
書

館
内
／
☎
（22）
３
５
４
２
）
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さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

栃
木
駅
か
ら
歩

い
て
約
１
分
程
度

の
場
所
に
あ
り
ま

す
の
で
、
市
域
が

広
が
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
て
い

た
、
セ
ミ
ナ
ー
等

の
会
場
ま
で
の
移

動
距
離
や
、
場
所

の
分
か
り
に
く
さ

の
問
題
が
解
消
で

國
學
院
大
學
栃
木
学
園
と

　

ま
た
新
し
い
連
携
が
始
ま
り
ま
す

き
、
環
境
に
優

し
く
安
全
な
公

共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
会
場

に
お
越
し
い
た

だ
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

國學院大學栃木学園

生
涯
学
習

４月号（ 22 ）

発
見
の
森
セ
ミ
ナ
ー
４
月
募
集
‼

　

我
が
国
の
代
表
的
な
古
典
で
あ
る

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
を
読
み
進
め
て
い

き
ま
す
。
芭
蕉
と
曽
良
は
、
そ
の
旅
の

二
日
目
に
下
野
の
地
を
踏
み
、
最
初
に

歌
枕
（
古
来
歌
に
よ
ま
れ
た
名
所
）「
室

の
八
島
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
白

河
の
関
に
た
ど
り
着
く
ま
で
、
約
３
週

間
も
下
野
に
滞
在
し
ま
し
た
。
今
回
は

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
冒
頭
か
ら
遊
行

柳
の
あ
た
り
ま
で
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

特
に
下
野
の
条
で
は
、
室
の
八
島
や

日
光
・
那
須
与
一
・
玉
藻
前
な
ど
の
伝

説
が
並
べ
ら
れ
、
芭
蕉
独
自
の
解
釈
も

な
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
あ
た
り

を
中
心
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

日　

時　

４
月
28
日
、
５
月
12
日
、
26

日
、６
月
９
日
の
木
曜
日（
全

４
回
）

　
　
　
　

午
前
10
時
40
分
〜
12
時
10
分

場　

所　

國
學
院
大
學
栃
木
学
園

　
　
　
　

教
育
セ
ン
タ
ー（栃

木
駅
北
口
）

対　

象　

ど
な
た
で
も

講　

師　

塚
越
義
幸
氏
（
國
學
院
大
學

栃
木
短
期
大
学
国
文
学
科
教

授
）

定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

３
，
０
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

　

お
庭
を
一
年
中
き
れ
い
に
飾
る
に

は
、
庭
の
条
件
に
あ
っ
た
花
壇
設
計
や

年
間
計
画
を
た
て
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
基
礎
か
ら
、
花
の

特
性
、
土
づ
く
り
等
、
実
際
に
花
に
触

れ
な
が
ら
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

期　

間

 

４
月
30
日
、
５
月
７
日
、
14

日
、
21
日
の
土
曜
日（全

４
回
）

時　

間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　

所　

栃
木
公
民
館
（
日
ノ
出
町
）

対　

象　

ど
な
た
で
も

講　

師

 

稲
葉
英
雄
氏
（
と
ち
ぎ
花
セ

ン
タ
ー
グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）

定　

員

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

２
，０
０
０
円

材
料
費　

３
，０
０
０
円
（
３
回
分
）

持
ち
物

 

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
筆
記

用
具

１
日
目

講
義
‥
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
基
礎
知
識

（
花
壇
の
種
類
、
庭
の
条
件
、

花
壇
設
計
に
つ
い
て
）

２
日
目

講
義
‥ 

ガ
ー
デ
ン
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

①
（
年
間
計
画
、
植
物
の
選

び
方
・
植
え
方
等
に
つ
い
て
）

実
技
‥
香
る
花
の
寄
せ
植
え
づ
く
り

３
日
目

講
義
‥ 

ガ
ー
デ
ン
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

②

実
技
‥ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
ハ
ン
ギ
ン

グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
づ
く
り

４
日
目

講
義
‥
Ｅ
Ｃ
Ｏ
を
考
え
よ
う
！
プ
ラ

ン
タ
ー
用
土
の
再
利
用

実
技
‥
多
肉
植
物
を
あ
し
ら
っ
た
壁

掛
け
づ
く
り

 

☆
共
通
事
項 

◇
申
込
み

４
月
１
日
㈮
午
前
８
時
30
分
か
ら
直

接
ま
た
は
電
話
で 

本 

生
涯
学
習
課

☎
（21）
２
７
０
５
・
２
７
０
６
へ

※
受
付
後
、
窓
口
で
申
込
書
の
記
入
と
受

講
料
の
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
お
く
の
ほ
そ
道
」　

　
　

の
世
界
を
た
ど
る

 

 

芭蕉像

生
涯
学
習


